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 広報紙 ｢我が郷土 ｣令和４年新春号から 11 月号に掲載された主な出来事を抜粋しています

①
令
和
４
年
11
月
３
日
／
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
文
化
の
祭
典
、
当
麻
町
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
②
令
和
４
年
11
月
21
日
／
開
町

１
３
０
周
年
を
記
念
し
て
、
公
民
館
文
化
事
業

実
行
委
員
会
が
林
家
た
い
平
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
。
③
令
和
４
年
11
月
25
日
／
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
「
北
海
道
１
７
９
市
町
村
応

援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
当
麻
町
応
援
大
使

を
務
め
る
石
井
一
成
選
手
が
来
町
。
④
令
和
４

年
12
月
５
日
／
令
和
３
年
度
の
会
員
増
強
活
動

が
評
価
さ
れ
、
当
麻
町
商
工
会
が
全
国
商
工
会

連
合
会
か
ら
表
彰
を
受
け
る
。
⑤
令
和
５
年
１

月
13
日
／
町
内
小
学
校
低
学
年
児
童
の
下
校
時

の
見
守
り
や
、
住
民
へ
の
訪
問
活
動
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
当
麻
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

が
全
国
表
彰
受
賞
、
中
島
よ
し
子
会
長
も
功
労

者
表
彰
を
受
け
る
。
⑥
令
和
５
年
２
月
17
日
／

当
麻
郵
便
局
の
新
局
舎
が
、
再
生
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
「
＋(

プ
ラ
ス)

エ
コ
郵

便
局
」
と
し
て
落
成
。
⑦
令
和
５
年
３
月
28
日

／
広
葉
樹
合
板
（
株
）
と
「
ほ
っ
か
い
ど
う
企

業
の
森
林
づ
く
り
」
協
定
を
締
結
。
⑧
令
和
５

年
５
月
12
日
／
（
株
）
と
う
ま
振
興
公
社
が
７

年
目
の
龍
乃
泉
販
売
を
記
念
し
て
「
当
麻
で
日

本
酒
を
楽
し
む
会
」
を
開
催
。
⑨
令
和
５
年
６

月
８
日
／
町
の
「
花
育
」
の
取
り
組
み
を
受
け

て
、
当
麻
中
学
校
生
徒
会
が
町
内
の
福
祉
施
設

９
か
所
に
花
を
贈
る
「
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
。
⑩
令
和
５
年
６
月
13
日
／
第
43

回
全
町
老
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
４
年

ぶ
り
に
開
催
。
⑪
令
和
５
年
６
月
15
日
／
40
周

年
を
迎
え
る
で
ん
す
け
す
い
か
が
14
日
に
初
収

穫
。
15
日
の
初
競
り
で
は
、
道
北
ア
ー
ク
ス

（
株
）
が
過
去
２
番
目
の
70
万
円
と
い
う
高
値

で
落
札
。
⑫
令
和
５
年
７
月
25
日
／
台
湾
・
孝

雄
市
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ア
ー

⑧

行
く
年

と
う
ま
の
一
年
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ズ
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
」
が
当
麻
町
を
来
訪
し
、

当
麻
・
旭
川
合
同
野
球
チ
ー
ム
と
交
流
会
を
行

う
。
⑬
令
和
５
年
７
月
26
日
／
適
切
に
管
理
さ

れ
た
森
林
に
対
し
て
第
三
者
機
関
が
認
証
を
行

い
、
木
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
か
る
「
森
林
認

証
制
度
」。
今
年
３
月
、
町
産
木
材
を
活
用
し

て
建
築
さ
れ
た
町
内
の
住
宅
20
棟
が
一
括
し
て

「
森
林
認
証
」
を
授
与
し
た
こ
と
を
受
け
、
認

証
機
関
で
あ
る
Ｓ
Ｇ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
が
来

町
し
、
森
林
組
合
へ
審
査
登
録
証
を
手
渡
し

た
。
⑭
令
和
５
年
８
月
６
日
／
雨
と
と
も
に
開

催
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
第
30
回
蟠
龍
ま
つ
り
。

町
内
在
住
の
加
納
沖
（
O
K
I
）
さ
ん
が
フ
ロ

ン
ト
マ
ン
を
務
め
る
世
界
的
に
も
著
名
な
バ
ン

ド
「
O
K
I
 
D
U
B
 
A
I
N
U
 
B
A
N
D
」

に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
た
。
⑮
令
和
５
年
９
月

２
日
／
小
玉
す
い
か
「
で
ん
す
け
ジ
ュ
ニ
ア
す

い
か
」
の
販
売
始
ま
る
。
⑯
令
和
５
年
９
月
15

日
／
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
満
75
歳
以
上
の

１
４
９
０
人
を
対
象
に
、
当
麻
町
敬
老
会
が
４

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
⑰
令
和
５
年
９
月
26

日
／
旭
川
ガ
ス
（
株
）
と
地
域
活
性
化
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。
⑱
令
和
５
年
10
月

８
日
／
公
民
館
文
化
事
業
実
行
委
員
会
が
「
又

吉
直
樹
の
朗
読
会
」
を
開
催
。
⑲
令
和
５
年
10

月
18
日
／
北
海
道
防
火
・
防
災
コ
ン
ク
ー
ル
作

文
の
部
で
、
宇
園
別
小
学
校
４
年
岡
部
夏
凪
さ

ん
が
北
海
道
消
防
協
会
長
賞
、
当
麻
小
学
校
４

年
の
藤
井
み
そ
ら
さ
ん
が
全
国
消
防
長
会
北
海

道
支
部
長
賞
を
受
賞
。
⑳
令
和
５
年
10
月
23
日

／
台
湾
の
大
手
製
薬
会
社
「
順
天
堂
製
薬
」
と
、

大
阪
・
愛
知
の
三
社
で
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社

K
a
n
o
c
o
（
カ
ノ
コ
）
と
旧
北
星
小
学
校

の
無
償
貸
借
契
約
を
結
ぶ
。
当
麻
で
エ
ゾ
シ
カ

の
角
を
漢
方
建
康
食
品
と
し
て
有
効
活
用
す
る

事
業
を
進
め
る
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
新
春
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
年
半
に
わ
た
る
、コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
ま
し
た
。
社
会
・

経
済
活
動
に
大
き
な
制
限
を
受
け
る
、
長
く
厳
し
い
も
の

で
し
た
が
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

待
ち
望
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
る
一
方
で
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
国
際
情
勢
の
混
乱
か
ら
、
燃

油
・
電
力
・
物
価
高
の
影
響
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、オ
ー
ル
当
麻
の
力
を
結
集
し
、

立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、
前
へ
。
町
民
皆
さ
ん
が
安
全
安

心
で
暮
ら
せ
る
、
住
み
よ
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
麻
農
業
に
は
北
海
道
有
数
の
食
味
を
誇
る
米
ど
こ
ろ

水
稲
を
軸
に
、
名
実
と
も
に
日
本
一
の
ス
イ
カ
の
王
様
で

ん
す
け
す
い
か
、
北
海
道
一
の
生
産
量
キ
ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ

が
、
当
麻
農
業
の
大
き
な
強
み
だ
と
感
じ
ま
す
。
生
産
者
、

当
麻
農
協
、
町
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
産
地
間
競
争
に

勝
ち
抜
き
、
売
れ
る
産
地
の
維
持
・
発
展
へ
と
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
て

ト
マ
ト
な
ど
の
そ
菜
、
キ
ク
や
バ
ラ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
花
き
、
全
道
・
全
国
に
誇
る
高
品
質
な
施
設
園
芸
作

物
の
栽
培
と
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
に
よ
る｢

稼
ぐ

当
麻
農
業
の
力｣

が
あ
り
ま
す
。

　

農
作
業
の
省
力
化
を
目
的
と
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
、
ハ
ウ
ス
設
備
導
入
な
ど
、
先
端
技
術
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
営
農
活
動
へ
の
支
援
策
を
当
麻
農
協
と
連
携
し

強
化
。
当
麻
農
業
に
夢
を
抱
き
意
欲
的
に
営
農
、
新
規
就

農
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
積
極
的
な
魅
力

の
情
報
発
信
、
担
い
手
の
高
齢
化
、
労
働
力
不
足
の
課
題

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
に
よ
る
燃
油
・
肥
料
・
温
床

資
材
の
価
格
高
騰
は
、
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
が
、
当
麻
農
業
の
強
さ
が
際
立
つ
実
績
も
残

さ
れ
ま
し
た
。
当
麻
町
そ
菜
研
究
会
キ
ュ
ウ
リ
部
会
販
売

額
８
億
円
の
達
成
、
誕
生
40
周
年
で
ん
す
け
す
い
か
の
新

た
な
試
み
小
玉
ス
イ
カ｢

で
ん
す
け
ｊ
ｒ(
ジ
ュ
ニ
ア)

」

流
通
開
始
。
常
に
改
善
と
成
長
へ
向
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
現

状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
時
代
に
合
わ
せ
変
化
す
る
姿
勢

当麻町そ菜研究会キュウリ部会販

売額８億円達成祝賀会

カーネーション栽培で導入された

ハウス設備

札幌市中央卸売市場・誕生40周年

でんすけすいか初競り

ふるさと納税でも人気・当麻農協

「今摺米」きたくりん

当麻町長　村 椿 哲 朗



令和６年の新春を迎えて

　

北
海
道
、
全
国
か
ら
注
目
と
期
待
を
集
め
て
い
る｢

林

業
の
町
、
木
育
の
町｣

当
麻
町
の
林
業
。
脱
炭
素｢

カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル｣

へ
の
貢
献
、
地
場
産
業
・
林
業
の
振

興
発
展
へ
さ
ら
な
る
一
歩
。
当
麻
町
森
林
組
合
と
町
と
が

連
携
し
、
令
和
５
年
度
よ
り
「
町
産
材
活
用
促
進
事
業
」

を
活
用
し
て
新
築
さ
れ
た
戸
建
て
住
宅
を
全
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ

Ｃ
森
林
認
証
住
宅
へ
一
括
認
定
す
る
全
国
初
の
新
た
な
取

り
組
み
を
開
始
。
山
林
現
場
・
製
材
加
工
工
場
・
建
築
事

業
者
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
適
切
な
管
理
の
も
と
、
木
材
の

積
極
的
な
地
材
地
消
の
推
進
、
持
続
可
能
な
林
業
資
源
の
循

環
利
用
の
普
及
拡
大
に
努
め
、
昨
年
度
は
新
築
20
棟
が
Ｓ

Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
住
宅
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
令
和
５
年
２
月
、
北
海
道
初
と
な
る
環
境
配

慮
型
郵
便
局｢

＋(

プ
ラ
ス)

エ
コ
郵
便
局｣

、
移
転
新
築
さ

れ
た
当
麻
郵
便
局
が
誕
生
。
木
材
を
全
面
活
用
し
た
木
質

化
局
舎
、
当
麻
町
役
場
庁
舎
と
同
様
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
採
用
、
壁
付
け
型
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
発
電
設

備
を
導
入
し
、
既
存
局
舎
と
比
べ
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

７
割
削
減
。
オ
ー
ル
当
麻
の
取
り
組
み
、
重
ね
て
き
た
実
績

は
、
大
き
な
民
間
投
資
を
呼
び
込
む
に
至
り
ま
し
た
。

　

多
様
な
起
業
、
夢
を
応

援
。
当
麻
町
で
の
新
規
出

店
、
既
存
店
の
魅
力
向
上

へ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
後
押
し
す
る｢

と
う
ま

の
お
店
元
気
事
業｣

が｢

当

麻
町
商
工
業
振
興
補
助
事

業｣

へ
と
衣
替
え
し
、
対
象

業
種
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が

拡
大
。
さ
ら
に
、
空
き
店

舗
や
空
き
家
な
ど
を
活
用

し
た｢

当
麻
町
移
住
開
業
者 

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業｣

な

ど
、
当
麻
町
商
工
会
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
強
化
さ
せ
、

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
日

々
の
生
活
へ
の
ご
支

援
、
消
費
を
喚
起
し

地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
べ
く
、「
当

麻
を
元
気
に
！
当
麻

で
元
気
に
！
」
当
麻

町
商
工
会
と
連
携
し

て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券(

第
６
弾)

を
発
行
。
お
互
い
さ
ま
、
地
域
で
支
え
合
う

町
民
皆
さ
ん
の
温
か
な
お
気
持
ち
、お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

酷
暑
も
、
涼
し
く
快
適
に
。
異
常
な
高
温
に
見
舞
わ
れ

た
北
海
道
の
今
年
の
夏
は
、
真
夏
日
が
観
測
史
上
最
長
を

更
新
し
、
熱
中
症
の
疑
い
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
方
も
多
い

厳
し
い
暑
さ
で
し
た
が
、
当
麻
町
で
は
町
内
全
小
中
学

校
、
一
部
の
公
共
施
設
に
設
置
し
た
エ
ア
コ
ン
が
、
７

月
初
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
フ
ル
稼
働
。
子
ど
も
か
ら
ご

高
齢
の
方
ま
で
、
室
内
を
涼
し
い
環
境
に
維
持
し
、
快
適

に
利
用
い
た
だ
け
た
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
各
教
室
・
職
員
室
を
は
じ

め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
ご
高
齢
皆
さ
ん
の
利
用
が
多
い

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ヘ
ル
シ
ー
シ
ャ
ト
ー
の
他
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
主
要
な

公
共
施
設
避
難
所
に
エ
ア
コ
ン
設
備
を
導
入
。
道
内
の
自

治
体
に
お
い
て
、
先
が
け
と
な
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
で
進
む
地
球
温
暖
化
は
、｢

地
球
沸
騰
化｣

と
い
う

言
葉
も
生
ま
れ
る
ほ
ど
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
平
時
、

避
難
時
と
も
に
対
応
で
き
る
施
設
環
境
づ
く
り
、
ま
た
、

感
染
症
対
策
と
し
て
の
換
気
循
環
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
エ

ア
コ
ン
空
調
設
備
は
重
要
で
す
。
引
き
続
き
、
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

「＋(プラス)エコ郵便局」当麻郵便局

町産木材を活用したSGEC森林認証住宅

当麻町商工会役員が出演し店舗を紹介するバラエテ

ィ動画企画｢ひるとうま よるとうま｣

プレミアム付商品券売払代金１億円にプ

レミアム率50％の5,000万円を町が上

乗せ。町内で循環する直接的経済効果は

１億5,000万円



　

当
麻
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
は
、
上
川
管
内

23
市
町
村
の
中
で
も
上

位
と
な
る
約
５
億
円
。

食
育
・
木
育
・
花
育
に

よ
る
、
当
麻
町
な
ら
で

は
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し

て
、
全
国
皆
さ
ん
か
ら

あ
た
た
か
な
応
援
を
い

た
だ
き
、
進
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
積
極
的
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た

情
報
発
信
、
都
市
圏
イ

ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
出
展
な
ど

に
力
を
入
れ
、
当
麻
町

応
援
団
の
輪
を
広
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
け
、
に
ぎ
や
か
に
イ
ベ
ン
ト
や
学
び
の

場
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
晴
れ
や
か
に
、

笑
顔
が
広
が
っ
た
蟠
龍
ま
つ
り
、
文
化
の
風
が
流
れ
た
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、
町
を
あ
げ
て
の
田

ん
ぼ
の
学
校
田
植
え
・
稲
刈
り
、
「
食
育
・
木
育
・
花
育

の
ま
ち
」
郷
土
教
育
・
体
験
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
町
民
皆
さ
ん
の
力
で
創
り
上
げ
る
町
の
誇
り
と
学
び
の

数
々
。
あ
ふ
れ
る
当
麻
愛
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

事
業
期
間
10
年
に
わ
た
る
総

事
業
費
１
０
０
億
円
を
超
え
る

事
業
「
国
営
か
ん
が
い
排
水
事

業
当
麻
永
山
用
水
地
区
」
幹
線

水
路
の
大
動
脈
の
工
事
完
了
。

当
麻
町
の
基
幹
産
業
、
農
業
。

主
軸
で
あ
る
水
稲
栽
培
を
中
心

に
施
設
園
芸
作
物
、
畑
作
物
、

旭川大雪圏1市8町初開催「Center of Hokkaido 

旭川大雪圏フェスティバル2023」出展

　

大
雨
、
集
中
豪
雨
時
の
越
水

に
よ
り
農
地
被
害
な
ど
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
対

策
と
し
て
、
廠
舎
川
の
河
川
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た

百
間
掘
川
、
清
水
川
に
つ
い
て

も
同
様
に
水
の
流
れ
が
止
ま
る

冬
工
事
と
な
り
ま
す
が
、
河
川

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

包括連携協定締結事業者開催「ふるさとチ

ョイス感謝祭」出展

｢

稼
ぐ
当
麻
農
業｣

複
合
経
営
モ
デ
ル
を
将
来
に
わ
た
り
継

続
維
持
、
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
思
い
で
す
。

　

定
住
の
促
進
、
空
家
の
解
消

を
促
進
す
る
当
麻
モ
デ
ル
。
空

き
家
・
中
古
住
宅
と
そ
の
土
地

を
購
入
・
除
却
し
当
麻
町
産
木

材
を
活
用
し
て
住
宅
の
新
築
等

を
行
う
場
合
、
除
却
費
用
と

新
築
町
産
材
費
用
を
セ
ッ
ト

で
支
援
、
補
助
額
は
最
大
で

４
５
０
万
円
と
な
る｢

未
来
へ

つ
な
ぐ
宅
地
循
環
促
進
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
当

麻
町
は
、
転
出
よ
り
も
転
入
者
が
多
い
社
会
増
を
実
現
す

る
上
川
管
内
で
数
少
な
い
自
治
体
。
官
民
連
携
の
力
、
不

動
産
の
需
要
、
人
気
の
高
さ
を
生
か
し
、
危
険
な
空
家
の

発
生
を
抑
え
た
い
思
い
で
す
。



　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
へ
。
当
麻
町｢

ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言｣

に
よ
り
、
脱
炭
素
、
地
場

産
業
振
興
に
よ
る
経
済
活

性
化
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
同
時
に
進
め
る

べ
く
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
活
用
、
町
内
主
要
公
共

施
設
へ
の
積
雪
寒
冷
地
対
応
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
な
ど
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
普
及
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

開
町
１
３
１
年
を
迎
え
た
令
和
５
年
度
か
ら
、
第
６
次

当
麻
町
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
。｢

人
・
夢
・
心
が
つ
な

が
る
ま
ち 

と
う
ま｣

を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
、

｢

人
と
環
境
と
活
気
の
調
和
で
築
く
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り｣｢

『
食
育
・
木
育
・
花
育
』
で
心
を
育
む
『
心
育
』

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り｣

を
掲
げ
ま
し
た
。

　

次
の
世
代
へ
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
。
引
き
続
き
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
自
然
災
害
な
ど
な
く
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
で
の
悲
惨
な

戦
火
が
止
み
ま
す
こ
と
、
町
民
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
願
い
、

新
年
を
迎
え
て
の
所
信
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令和６年の新春を迎えて

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
を

令
和
５
年
度
よ
り
15
歳
か
ら
18

歳
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
へ
と

拡
大
。
当
麻
町
は
子
育
て
世
代

の
転
入
者
が
多
く
、
社
会
増
を

記
録
す
る
町
で
あ
り
、
移
住
定

住
促
進
と
の
相
乗
効
果
も
高

い
、
子
育
て
支
援
策
を
強
化

し
ま
し
た
。

当麻郵便局に導入された当麻町役場庁舎と

同システムの木質バイオマスボイラー

　

昭
和
44
年
に
建
築
さ
れ
、
現

在
は
葬
祭
場
の
役
割
を
担
う
武

道
館
。
亡
く
な
ら
れ
た
町
民

方
々
を
偲
び
、
別
れ
を
告
げ

た
い
、
送
り
出
し
た
い
と
願

う
、
多
く
の
参
列
者
が
一
堂

に
介
す
こ
と
が
で
き
る
場
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
。
施
設
の
長

寿
命
化
へ
、
屋
根
板
金
塗
装
、

外
壁
塗
装
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

明
る
く
エ
コ
に
、
当
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
全
館
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
改
修
。
球
切
れ
な
ど
の
不
具
合
が
生
じ
て
い
た
ア

リ
ー
ナ
電
灯
を
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
へ
更
新
す
る
こ

と
で
電
力
使
用
量
80
％
超
を
カ
ッ
ト
、
ま
た
、
全
館
全
室

の
全
て
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
一
斉
更
新
。
維
持
管
理

コ
ス
ト
削
減
、
省
エ
ネ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
へ
の
実
現
へ
最
適
解
を
求
め
、
当
麻

町
で
は
今
後
も
、
電
力
使
用
量
の
削
減
効
果
が
大
き
い
と

見
込
ま
れ
る
大
型
公
共
施
設
を
中
心
に
、
計
画
的
な
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
灯
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
｢

も
し
も
に
備
え
る
力｣

。
備
蓄
品
や
災
害
援
助
物
資
な

ど
保
管
す
る
備
蓄
倉
庫
を
含
め
た
、
新
た
な
備
え
、
令
和

５
年
度
で
の
工
事
完
了
を
目
指
す
地
域
防
災
拠
点
施
設
整

備
事
業
。
防
災
備
蓄
品
保

管
倉
庫
の
建
設
工
事
、
災

害
時
の
土
の
う
作
成
所
、

敷
地
の
舗
装
工
事
の
実
施

の
他
、
非
常
用
発
電
機
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
４
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
導
入

し
ま
す
。
防
災
減
災
力
の

向
上
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

整備地は当麻中学校、くるみなの木遊館の隣接地
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令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り

委
員
長　
　

上
杉　

達
則

副
委
員
長　

加
藤　

功

委
員　
　
　

善
光　

英
治

　
　
　
　
　

深
谷　

俊
文

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

岸
山　

尚
弘

副
委
員
長　

西
川　

泰
弘

委
員　
　
　

澤
田　

な
ぎ
さ

　
　
　
　
　

片
原　

康
夫

　
　
　
　
　

餌
取　

秀
信

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

議
長
　
　
　
中
港　

勝

副
議
長
　
　
澤
田　

な
ぎ
さ

当
麻
町
議
会

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
議
会

活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
４
月
に
当
麻
町
議

会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
議
員
10
人
が
改
選
、
新
人
１
人
を
迎
え

新
た
な
議
会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
無
投
票
当
選
と
い
う
重
い
負
託
を
受
け
、
一
層
の
努
力
を
お
誓
い
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
新
年
を
迎
え
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
際
情
勢
を
見
ま
す
と
、
出
口
の
見
え
な
い
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
緊
迫
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ

ス
チ
ナ
紛
争
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
な
ど
世
界
の
政
治
・
経
済
は
依
然
、
混
沌
と
し
て
お

り
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
払
拭
で
き
な
い
情
勢
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
原
油
価
格
や
電
気
料
金

を
含
む
物
価
高
騰
は
、
経
済
活
動
や
私
た
ち
の
生
活
を
困
窮
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
に
お
き
ま
し
て
も
、
直
面
す
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
そ
の

も
の
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
自
治
体
の
生
き
残
り
を
か
け
自
主
性
、
自
立
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る

時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
農
業
・
林
業
の
基
幹
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
に
加
え
、
そ
の
強
み
を
生
か
し
た

官
民
連
携
に
よ
る
新
た
な
企
業
の
進
出
、
ま
た
脱
炭
素
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
み
と
な
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
議
会
も
意
思
決
定
す
る
議
決
機

関
と
し
て
果
た
す
役
割
と
責
任
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
本
格
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
、
さ
ら
な
る
地
域
経
済
活
動
の
活
発
化
や
時

代
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
た
施
策
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
り
ま
す
。
課
題
に
対
し
議
決
機
関
と
し
て
町
民
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
当
麻
町
な
ら
び
に
町
民
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す

よ
う
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

当麻町議会議長  　中港　勝



ポテトサービスセンター当麻

ポテトサービスセンター当麻
●
ファッションプラザ
クワバラさん

●野々村薬局
さん

●中西薬房さん●美容室
シルクロードさん

●
●西森建設さん

P

当麻町郷土資料館 →至 当麻駅

←
至
 当
麻
町
役
場

無料
駐車場
あり

0166-56-0909

《お申込・お問合せはこちら》

ポテトのおトクな　 格安スマートフォンで
‼

・・・

スマホ料金を見直そう

680円～(税込748円）月
額

ずっと
この価格！

選べる
 通信容量！ 1GB 200円  ＋ ～ 最大20GB！税込

220円

ポテトスマホバリュー割引適用※1でずーっと月額基本料※2※3

※1　指定のポテトサービスのご加入で ポテトスマートフォン1台あたり300円引
※2　月額基本料とは音声機能付帯料＋高速通信容量０ＧＢ（通信速度最大２００Kbps）。
※3　ポテトサービス（テレビorネットorポテトでんき）加入割引適用後の料金です。未加入の場合は月額1,480円（税込1,628円）

端末代除く

● 

● 

●

●●

ポテトサービスセンター当麻
当麻町４条南３丁目 1-２７
営業時間 / 10:00～ 16:00　定休日 / 水・土日祝

有料広告
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安
藤　

楓い
ぶ

生き

ち
ゃ
ん(

３
東
３･

男･

翔
太)

　

池
田　

心こ

遥は
る

ち
ゃ
ん(

３
西
４･

女･

晶
俊)

　

海
野　

凪な
ぎ

叶と

ち
ゃ
ん(

３
東
３･

男･

侑
也)

　

田
村　
　

勲
さ
ん　

(
宇　

２
・
81
歳
）

　

阿
部　

京
子
さ
ん　

(
３
西
３
・
94
歳
）

　

曽
根
本
正
雄
さ
ん　

(

５
東
４
・
95
歳
）

　

末
永　

静
雄
さ
ん　

(

北　

２
・
85
歳
）

　

柏
倉　

良
雄
さ
ん　

(

宇　

２
・
91
歳
）

　

菅
𠩤　
　

仁
さ
ん　

(

北　

３
・
91
歳
）

　

阿
部　

恭
久
さ
ん　

(

４
西
３
・
70
歳
）

　

鈴
木
喜
久
代
さ
ん　

(

中　

５
・
93
歳
）

　

佐
藤　

久
子
さ
ん　

(

４
西
３
・
87
歳
）

　

桑
𠩤　

敏
子
さ
ん　

(

４
西
３
・
92
歳
）

　

中
島　

慶
子
さ
ん　

(

４
西
３
・
88
歳
）

　

紅
露　

和
明
さ
ん　

(

６
東
３
・
71
歳
）

(

令
和
５
年
10
月
21
日
～
11
月
30
日
届
け
出

分
・
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
了
承
い
た
だ
い

た
方
の
み
掲
載)

香
典
返
し
を
廃
し
て
社
協
に

　

阿
部　

恭
久
さ
ん(

４
西
３
） 　

２
万
円

　

末
永　

和
子
さ
ん(

北　

２
）　

 

３
万
円

　

田
村　

波
代
さ
ん(

宇　

２
） 　

２
万
円

　

小
岩　

哲
雄
さ
ん(

宇　

１
） 　

３
万
円

　

阿
部
美
紀
子
さ
ん(

４
西
３
） 　

３
万
円

　

桑
𠩤　

典
子
さ
ん(

４
西
３
） 　

３
万
円

　

柏
倉
美
代
子
さ
ん(

宇　

２
） 　

３
万
円

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

俳
句

川
柳

習
っ
た
ば
か
り
の
方
も

ぜ
ひ
ご
登
壇
く
だ
さ
い

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

12
月
４
日
、
一
般
財
団
法
人
北
海
道
郵

便
局
長
協
会
よ
り
50
万
円
の
寄
附
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
は
、
２
０
１
３

年
の
局
長
協
会
設
立
以
降
、
そ
の
設
立

目
的
に
則
り
、
郵
便
局
と
の
連
携
に
積

極
的
な
市
町
村
な
ど
か
ら
寄
付
先
を
選

定
し
、
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
き
た
も
の
で
、
今
回
は
今
年
２
月
に

地
域
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
推

進
に
合
わ
せ
て
建
て
ら
れ
た
「
＋
エ
コ

郵
便
局
」
の
取
り
組
み
や
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
販
売
窓
口
に
郵
便
局
の
協

力
を
得
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
村
椿
町
長
に
目
録
を

手
渡
し
た
上
川
地
区
局
長
会
会
長
の
伊

賀
俊
充
さ
ん
は
、「
町
民
の
み
な
さ
ん

の
生
活
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
ま
た
町
か
ら

は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

郵
便
局
へ
感
謝
状
を
贈
呈

～
道
郵
便
局
長
協
会
か
ら
特
定
寄
付

竹
箒
枯
葉
の
渦
を
追
い
掛
け
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠

病
葉
の
最
後
の
ひ
と
葉
離
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文

コ
ロ
ナ
禍
を
く
ぐ
り
抜
け
て
や
秋
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
人

ゐ
ま
は
り
て
語
ら
ふ
夜
の
お
で
ん
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
和

あ
な
た
よ
り
年
上
に
な
っ
た
と
父
に
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

忠

モ
ー
ゼ
に
も
予
言
が
欲
し
い
こ
の
紛
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
葉　
　

文

為
政
者
の
辞
書
に
貧
困
の
二
字
は
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
森　

栗
人

満
月
に
輝
く
稲
穂
頭
垂
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
京
子

後
の
処
理
世
界
の
海
へ
波
任
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

正
夫

忘
れ
が
ち
文
化
の
日
と
は
誰
が
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梁
川　

勝
利

観
て
た
私ひ
と

今
年
舞
台
で
踊
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原
と
も
子

逆
風
が
肌
身
に
沁
み
る
永
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

義
明

便
利
さ
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
こ
の
暑
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梁
川　

則
子

新
大
臣
記
念
写
真
に
親
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
辻　
　

明

五
輪
よ
り
も
っ
と
し
て
欲
し
い
事
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

清
和

か
よ
う
び
の
ダ
ン
ス
と
っ
て
も
た
の
し
み
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
主
依
千
瑠（
小
学
１
年
）

な
つ
ま
つ
り
あ
め
が
ふ
っ
た
よ
べ
し
ょ
ぬ
れ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

翔
平（
小
学
１
年
）

つ
く
る
の
が
じ
ゆ
う
け
ん
き
ゅ
う
た
の
し
み
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

陽
葵（
小
学
２
年
）

み
ん
な
と
ね
ビ
ー
玉
こ
ろ
が
し
し
た
ん
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
内　
　

凛（
小
学
２
年
）

み
ん
な
で
ね
五
七
五
は
楽
し
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍛
治　

怜
翔（
小
学
３
年
）

夏
休
み
ア
イ
ス
を
食
べ
て
あ
た
ま
キ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
月　

颯
真（
小
学
３
年
）

友
達
が
い
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
黒　

あ
や（
小
学
４
年
）

学
ど
う
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
関　

愛
子（
小
学
４
年
）

真
夏
日
は
家
に
い
る
の
が
一
番
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
坂　
　

（
小
学
５
年
）

道
の
草
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
の
び
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

射
場　
　

悠（
小
学
５
年
）

ま
ち
が
い
は
誰
に
も
あ
る
よ
失
敗
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
部
優
希
菜（
小
学
５
年
）

い
つ
も
よ
り
待
ち
ど
お
し
い
な
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
平　

彩
葉（
小
学
６
年
）

戦
争
は
ど
ん
な
人
で
も
悲
し
む
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

乃
愛（
小
学
６
年
）

お
も
し
ろ
い
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

夕
真（
中
学
１
年
）

あ
つ
さ
で
ね
部
活
が
中
止
が
っ
か
り
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

史
佳（
中
学
２
年
）

無
理
を
せ
ず
自
分
の
道
を
歩
く
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

結
梨（
高
校
１
年
）

ま
ち
づ
く
り
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）と

し
て
町
に(

10
月
分)

　

１
０
１
２
人
の
皆
さ
ん
よ
り
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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〝
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
〟
は
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
な
ど
が
集
ま
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
投
稿
・
情
報
提
供
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

●
情
報
発
信
戦
略
課
情
報
発
信
係(

☎
８
４
ー
２
１
１
１)

当麻テニス愛好会当麻野球少年団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　今

回
、
０
歳
の
娘
を
保
育
園
に
預
け
よ

う
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
空
き
が
無
い

と
の
こ
と
。
当
麻
町
に
限
ら
ず
よ
く
耳
に
す

る
話
で
す
が
、
子
供
の
預
か
り
に
関
し
て
村

椿
町
長
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行

っ
た
の
か
、
行
う
の
か
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ

い
。
老
婆
心
な
が
ら
こ
の
状
況
で
は
全
部
あ

る
当
麻
と
は
い
え
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

子
様
の
保
育
園
入
所
に
つ
き
ま
し

て
、
11
月
１
日
よ
り
町
内
の
保
育
園
が
受

入
定
員
と
な
り
、
ご
相
談
い
た
だ
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
ご
希
望
に
添
え
ま
せ
ん
で
し
た

こ
と
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
保
育
施

設
は
、
一
定
の
設
置
基
準
に
基
づ
き
、
各
年

齢
に
応
じ
た
保
育
面
積
の
確
保
と
、
保
育
士

の
確
保
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

町
で
は
保
育
園
に
て
一
人
で
も
多
く
の
お
子

さ
ん
の
年
度
途
中
受
入
が
で
き
る
よ
う
、
保

育
士
の
確
保
に
対
す
る
独
自
の
助
成
制
度
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の
保
育

士
数
で
は
こ
れ
以
上
児
童
の
受
入
数
を
拡
充

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
現

時
点
に
お
い
て
は
近
隣
市
町
村
に
あ
る
保
育

園
の
広
域
利
用
、
ま
た
、
一
時
保
育
と
し
て

は
当
麻
保
育
園
で
の
一
時
預
か
り
事
業
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
御
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
引
き
続
き
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
御
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

町
長
へ
の
手
紙
と

町
長
か
ら
ご
返
答

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
は
、
貴
重
な
ご
意
見

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
麻
町
で
改
善
し
て
頂
き
た
い
点
が
２

点
あ
り
ま
す
。
先
ず
一
つ
目
は
宣
伝

に
つ
い
て
で
す
。
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
だ

け
で
は
当
麻
町
の
魅
力
や
教
訓(

気
候
や
生

活
の
注
意
点)

を
表
し
き
れ
て
い
な
い
と
感

じ
ま
す
。
役
場
で
特
産
品
を
販
売
し
た
り
専

門
施
設
を
紹
介
す
る
な
ど
も
一
つ
の
案
で

す
。
二
つ
目
は
連
携
に
つ
い
て
で
す
。
こ

の｢

町
長
の
手
紙｣

の
様
に
町
民
の
声
を
聞
く

シ
ス
テ
ム
が
当
麻
町
に
は
あ
り
ま
す
が
手
紙

の
利
用
率
と
理
解
に
つ
い
て
デ
ー
タ
化
し
定

期
的
に(

半
年
に
１
回
く
ら
い)

全
町
民
や
事

業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
求
人
に
つ
い
て
で
す
が
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
数
が
少
な
い
の
と
、
分

か
り
づ
ら
い(
役
場
や
他
の
施
設
に
設
置
し

て
あ
る
の
か)
の
で
目
に
入
り
や
す
い
入
り

口
に
設
置
し
て
頂
き
た
い
事
や
、
町
が
年

齢
、
性
別
問
わ
な
い
公
共
事
業
等
で
仕
事

を
斡
旋
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
？
当
麻
町
の
発
展
の
た
め

に
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
手
紙
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
、
我
が
町
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
主
軸
に
情
報

の
発
信
を
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
毎

日
発
信
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
社
会
の

ト
レ
ン
ド
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
発
信
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

現
在
の
デ
ザ
イ
ン
に
移
行
し
て
10
年
が
経
過

当
麻
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作

っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

私
の
地
元
芦
別
で
は
芦
別
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
が
あ
り
、
と
て
も
便
利
だ
と
思
い

ま
し
た
。
芦
別
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
は

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ご
案
内
や
保
育

園
、
幼
稚
園
入
園
願
書
受
付
日
、
熊
出
没

情
報
、
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
そ
の

他
に
ゴ
ミ
の
分
別
が
わ
か
ら
な
い
場
合
本
文

に
入
力
し
た
ら
一
般
ゴ
ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ

な
ど
教
え
て
く
れ
る
機
能
が
つ
い
て
ま
す
。

我
が
郷
土
に
は
記
載
さ
れ
て
る
内
容
な
ん
で

す
が
、
子
育
て
世
代
や
若
い
世
代
の
方
は
正

直
我
が
郷
土
を
全
て
目
を
通
す
よ
り
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
頂
け
れ
ば
と
て
も

便
利
だ
な
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
検
討
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
は
「
町
長
の
手
紙
」
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
麻
町
に
お
い
て
は
現
在
、
町
内
告
知
放

送
、
広
報
紙
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
情
報
の

発
信
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
同
じ
媒
体
の
中
で
同
時
に
発
信
し
て
い

る
た
め
、
な
か
な
か
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
住
民
皆
さ
ん
へ
の
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
独
自
ア

プ
リ
の
活
用
が
全
国
的
に
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
当
麻
町
も
多
世
代
の
方
に
届
く
伝
達
手

段
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
貴
重
な
ご
意

見
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
大
幅
な
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

併
せ
て
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
麻
町
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
町

内
の
事
業
者
様
、
生
産
者
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
数
多
く
の
特
産
品
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
地
元
の

方
に
は
魅
力
あ
る
特
産
品
を
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
よ

り
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
に
お
い
て
特
産
品
販

売
会｢

や
く
ば
い
ち｣

を
不
定
期
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
開
催
は
町
内
放
送
な
ど
で
告
知

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
、
当
麻
町
の
広
聴
活
動
と
し
て｢

町

長
へ
の
手
紙｣

、｢

町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く

り
ト
ー
ク｣

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
広

聴
の
場
を
設
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
広
報
紙｢

我
が
郷

土｣

の
求
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
事
業
者

様
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
掲
載
数
が
少
な
い
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
検
索
が
し
づ
ら
い
点

に
つ
き
ま
し
て
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
併
せ
、

改
善
い
た
し
ま
す
。
ま
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
役

場
な
ど
公
共
施
設
の
入
口
付
近
に
設
置
し
、

ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
公
共
事
業
と
し
て
の
仕
事
斡
旋
に
つ
い

て
で
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
い
た
だ
い
て
い

る
情
報
量
で
す
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

か
ら
の
ご
紹
介
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
度
は
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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忘
れ
ず
に
！

確町
定
申
告

・
道
民
税
申
告

　｢

確
定
申
告｣

と
は
、
１
年
間
に
生
じ
た
全
て
の
所
得
や
控
除
を
計
算
し
、

す
で
に
納
め
た
源
泉
徴
収
税
や
予
定
納
税
で
納
め
た
所
得
税
な
ど
を
精
算

す
る
手
続
き
で
す
。
所
得
税
を
納
め
る
申
告
だ
け
で
は
な
く
、
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る｢

還
付
申
告｣

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、｢

町
・
道
民
税
申
告｣

は
確
定
申
告
が
必
要
で
は
な
い
方
で
、
次

年
度
の
町
・
道
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
算
定
を

す
る
際
に
必
要
と
な
る
も
の
で
す
。

いいえ

はい

いいえ

あ
な
た
は
確
定
申
告
が
必
要
？

〝
は
い
〟・〝
い
い
え
〟
の
矢
印
に
沿
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い

　
※
一
般
的
な
事
例
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

はい

はい

いいえ

はい

年末調整がされていない給与が20万円以上
ある場合は、確定申告が必要です。また申
告が不要な場合でも申告により所得税が還
付になる場合があります

１月１日現在、居住していた
市町村へご相談ください

いいえ

国保加入者や公営住宅、就学援助な

どの申請をする方や税務証明が必要

な方は町・道民税申告で収入が０円

であることの申告をしてください

はい

申告は不要です

確定申告が必要です

いいえ

申告は不要です

年金所得者で医療費控除や扶養控
除など各種控除の適用を受ける場
合は確定申告か町・道民税の申告
が必要です

はい

確定申告により所得税が還付
になる場合があります

いいえ町・道民税の申告が必要です
年末調整がされていない給与が
20万円以上ある場合は、確定申
告が必要です

令和６年１月１日現在、当麻町に居住
していた

令和５年中に収入があった
(障がい・遺族年金、雇用保険の給付金など
を除く)

次のいずれかに該当する

・賃貸料などの不動産収入があった
・営業や農業などの事業所得があった
・持ち家や土地等を売った
・給与の年収が2,000万円以上ある
・主な給与や公的年金以外の所得が20万円
　を超えている
・400万円を超える公的年金収入がある
・生命保険の満期返戻金など上記以外の所
　得があった

令和５年中は給与所得者(サラリーマ
ンやパート)だった

次のいずれかに該当する
・医療費の支払いが一定額以上だった
・住宅ローンなどでマイホームを新築、購入
　増改築した
・災害などに遭った

勤務先から当麻町に給与支払報告書が
提出されている(提出の有無は勤務先に確
認をしてください)

申告は不要です

【復興特別所得税の計算】
　平成25年１月から復興特別所得税が創設されており、所得税の源泉徴収義務者は、平
成25年１月１日から令和19年12月31日までの間に生ずる所得について源泉所得税を徴
収する際、復興特別所得税を併せて徴収し、源泉所得税の法定納期限までに、その復興特
別所得税を源泉所得税と併せて国に納付しなければなりません。
　源泉すべき復興特別所得税の額は、源泉徴収すべき所得税の額の2.1％相当額とされて
おり、年末調整、確定申告も所得税および復興特別所得税の合計額で行います。

給与所得、年金などの雑所得以外
の所得がある方は直接、旭川東税
務署またはｅ－ＴＡＸで提出して
ください

住宅ローンなどでマイホームを新
築、購入、増改築した方または災
害などに遭った方は直接、旭川東
税務署またはｅ－ＴＡＸで提出し
てください
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【医療費・障害者控除の証明書を発行します】
・おむつ代の医療費控除に係る確認書　要介護認定を受けていて尿失禁などの要件が介護認定資料で確認できる方
　(初めて控除を受ける方は医師によるおむつ使用証明書が必要です)※確定申告にはおむつ代の領収書も必要。
・障害者控除対象者認定書　障がい者手帳の交付を受けておらず、要介護認定者などで、身体状況や認知症の状態
　が身体障がい者に準ずる基準に該当する方
【国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の納付額証明書を発行します】
　確定申告をする方で保険料を納付した証明書が必要な方は｢納付額証明書｣を発行します。必要な方は本人確認の
　できるもの(運転免許証・健康保険証など)を持参の上、税務住民課・保健福祉課窓口へお申し出ください。
●詳しくは…　税務住民課税務係(☎84－２１１１内線136・137・138)
　　　　　　　保健福祉課保険医療係(☎84－２１１１内線176・177)
　　　　　　　保健福祉課介護係(☎84－２１１１内線183・184)

【還付申告および確定申告について】
●会場　イオンモール旭川駅前４階イオンホール(旭川市宮下通７丁目)※会場周辺の駐車場は大変混雑しますので
　公共交通機関をご利用ください。
●受付期間　２月16日(金)～３月15日(金)午前９時～午後４時(土・日・祝日は除きます)
●詳しくは…　旭川東税務署(旭川市東６条１丁目２番15号☎23－６２９１)
※役場税務住民課でも確定申告書を提出できます。なお自宅などで作成した申告書などはイオンモール内の確定申告
　会場では提出できませんのでご注意ください

【町・道民税の申告について】
●提出先　当麻町役場税務住民課
●受付期間　２月13日(火)～３月15日(金)午前９時～午後４時(土・日・祝日は除きます)※午後４時以降は受付で
　きませんのでご注意ください。
●必要な物　源泉徴収票など収入のわかるものや所得控除の各種証明書、医療費控除の明細書(必ず作成してご来庁
　ください)、医療費通知、申告者本人の｢マイナンバーカードの表面、裏面それぞれのコピー｣または｢通知カード
　のコピー＋運転免許証などの身元確認書類のコピー｣(控除対象配偶者および控除対象扶養親族などのマイナンバ
　ーの分かるもの)
●対象となる方　前ページのフローチャートにより次に該当する方は町・道民税申告が必要となります。
・勤務先から給与支払報告書が、役場に提出されていない方
・無収入の方(国民健康保険に加入されている方が未申告の場合、軽減を受けることができません)
※令和５年中の収入が障害者年金、遺族年金のみで非課税証明書などが必要となる場合、また、確定申告が不要の　
　方で、配偶者控除や医療費控除などの各種控除の適用を受ける場合、16歳未満の扶養親族の申告がされていない
　場合も町・道民税申告が必要となります。ご不明の方は、必要書類をお持ちになり、税務係へご相談ください。
●詳しくは…　税務住民課税務係(☎84－２１１１内線136・137・138)

確定申告でｅ－Ｔａｘを利用するメリット
●自宅からネットで申告　スマホやパソコンで自宅から申告できます
●添付書類の提出省略　医療費領収書や源泉徴収票などは、内容入力のみで、書類の提出を省
　略することができます(税務署から書類の提出または提示を求められる場合があります)
●還付がスピーディー　３週間程度で還付(書面の場合は１カ月半程度)
●24時間いつでも利用可能　確定申告期間中は、24時間いつでも利用可能です(メンテナンス時間を除く)

確定申告書は国税庁ホームページ (http://www.nta.go.jp) ｢確定申告書等作成コーナー｣ を利用して作成・送信
することができます。送信方法はマイナンバーカード方式と ID・パスワード方式があり、マイナンバー方式の
場合は令和３年分 (令和４年１月以降 )からは ICカードリーダライタ無しで e-Tax で送信できます。法人税の
申告は便利な電子申告 (eLTAX) をご利用ください。

【受付期間】還付申告は2/13(火)～3/14(木)、確定申告は2/16(金)～3/14(木)

　　　　　　町・道民税申告は2/13(火)～3/15(金)

（スマホはこちら）
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求
人  

情
報

●町内企業の求人情報をご紹介します。就業希望
の方は直接事業所にご連絡ください。

●求人情報は町ホームページでも紹介しています。
掲載を希望する事業主の方は、まちづくり推進課
(☎84ー２１１１)にお問い合わせください。

就労継続支援B型支援員募集
募集企業 ワークプレイスさんれっど　☎0166-76-7432
雇用形態 正社員
給与 180,000円～200,000円(諸手当含む)

勤務時間 午前８時30分～午後５時30分
休日 土・日(４週８休)(月に１回程度、土日勤務あり)

勤務内容 利用者支援(ハンドメイド制作・通販)、送迎業務
待遇 社保完備、健診、通勤・資格手当、退職金、賞与

応募資格 要普通免許、介護福祉士など国家資格があれば尚可
勤務先 ワークプレイスさんれっど(4条南３丁目6-15)
応募方法 電話連絡後、履歴書持参のうえ面接
備考 食事介助・車いす介助など直接支援無

当
麻
町
に
お
住
ま
い
の
方
限
定
！

広
報
当
麻
見
た
よ
！
で

今
年
の
疲
れ
を
ゆ
っ
た
り
と
♪

でで
 広報
見たよ！
 広報
見たよ！ ご利用の際は、当麻町にお住まいであることが証明できる物の

ご提示と、万葉プレミアム会員へのご登録をお願い致します。

※期限：2023年12月31日（日）まで ※特別期間を除く ※万葉の湯旭川館限定 ※他券サービス併用不可

入館料が通常
1,600円 　  のところ

入館料が通常
1,600円 　  のところ

（
税
込
）

（
税
込
）1,300円（税込）（税込）

カップアイス
プレゼント！！＋

1,600円1,600円（税込）（税込）大
人

入館料全日

大
人

いつでも
手ぶらでOK!

■バスタオル 
■フェイスタオル 
■浴衣　付

お問い合わせご予約は TEL.0166-62-8910〒070-8061
北海道旭川市高砂台1-1-52

年中無休／23時間営業（午前10：00～翌朝9：00） ※深夜2時より別途料金加算となります。

有料広告
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当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/
●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日(11／３を除く)
　　　　　　特別整理期間
●開館時間　９時30分～17時15分(木曜日は11時～19時)

アンと幸福	 坂木　司

うるさいこの音の全部	 高瀬　隼子

思い出の屑籠	 佐藤　愛子

神と黒蟹県	 絲山　秋子

記憶の歳時記	 村山　由佳

君が手にするはずだった黄金について	 小川　哲

喫茶おじさん	 原田　ひ香

Ｑ	 呉　勝浩

黒い絵	 原田　マハ

小公女たちのしあわせレシピ	 谷　瑞恵

諸葛亮　上・下	 宮城谷　昌光

私労働小説	 ブレイディみかこ

砂時計	 香納　諒一

スピノザの診察室	 夏川　草介

戦国女刑事	 横関　大

椿ノ恋文	 小川　糸

照子と瑠衣	 井上　荒野

天神参り	 山本　一力

転生したらスライムだった件　21	 伏瀬

共に明るい	 井戸川　射子

肉を脱ぐ	 李　琴峰

野火、奔る	 あさの　あつこ

鋼の絆	 五十嵐　貴久

肌馬の系譜	 山田　詠美

福音列車	 川越　宗一

マリスアングル	 誉田　哲也

幽玄Ｆ	 佐藤　究

60代、少しゆるめがいいみたい	 岸本　葉子

ロスト・イン・ザ・ターフ	 馳　星周

わたしに会いたい	 西　加奈子

アマリとナイトブラザーズ　上・下	 オールストン

こども資源マップ	 柴田　明夫

シカものがたり	 おおなり　修司

十年屋　７	 廣嶋　玲子

大迫力！異常存在SCP大百科	 朝里　樹

竹の谷のつる	 ほんだ　てつや

月さんとザザさん	 角野　栄子

ノラネコぐんだんぺこぺこキャンプ	 工藤　ノリコ

ピアノ	 いせ　ひでこ

ペンギンたんけんたい	 斉藤　洋

新 　刊 　書

新刊児童図書

　地方都市の寂れた

町にある葬儀社「芥

子実庵」でやりがいを

持って働いている真

奈。恋人からプロポー

ズを受けるが、結婚す

るなら仕事を変えて

ほしいのが相手の望

みである。思い悩む彼

女だったが、ある日衝

撃的な知らせを受け

…。自分の力で自分を

取り戻す、感涙の傑作。

夜明けのはざま
町田　そのこ

　才能という名

の星を輝かせ

るために、魂を

燃やす編集者

たち。漫画原

作者・作家となった櫂を担当し

た２人の編集者を繋いだのは？

「春に翔ぶ」「星を編む」「波を渡る」

の３編からなる今年度の本屋大

賞『汝、星のごとく』の続編。

　1944 年、 ナ

チ体制下のド

イツで父を処

刑された少年

ヴェルナーは

エーデルヴァイス海賊団を

名乗るエルフリーデとレオン

ハルトに出会う。市内の線路

を辿り、「究極の悪」を目撃

した彼らの取った行動とは？

歌われなかった海賊へ
逢坂　冬馬

ピックアップ！今月の３冊

星を編む
凪良　ゆう

マスコットキャラクター
「TO－マン」と「ライちゃん」

当麻ライオンズクラブより図書をご寄贈いただきました

冬のイベントのお知らせ

　12月12日、当麻ライオンズクラブ（森林太会長）より町立図書館へ児童図書
40冊、７万円相当を寄贈いただきました。
　青少年の健全育成を目的に毎年行われている児童書の寄贈は今年で39年目
を迎え、今回の分を含め全4,237冊に及びます。

　森会長は、「読書は子どもの想像力や日本語力を高めます。ぜひ子育てのた
めに活用していただきたい」と話していました。

　町立図書館では、寄贈図書特設コーナーを設置し、利用者へのPRと貸出を
行っています。ぜひご利用ください。

◇冬のスタンプラリー
　・期　間　12月１日（金）～令和６年１月31日（水）
　・内　容　本を借りて、スタンプを４個集めると景品をプレゼント。
◇冬の読み聞かせ会（会場：町立図書館・改善センター）
　・日　時　12月23日（土）　午後１時30分～午後３時
　・内　容　絵本等読み聞かせ、アニメ上映



コミュニケーション手段として活躍の場が増えたオンライン通話。
かつては1対1の通話が主流でしたが、近年は大人数でのビデオ通話も
できるようになり、仕事の打ち合わせだけではなく、離れて住む家族と
のコミュニケーションや、趣味の講座をオンラインで受講したり、話題
を集めるオンライン飲み会など様々な用途で楽しむことができます。
難しいことはなく始められるので、一度チャレンジしてみては？

オンライン
通話ソフト

必要な
機器

注意点

オンライン通話を使ってみよう

ビデオ通話の方法をご紹介！！

【電話】アイコンを
タップする

【ビデオ通話】を
タップする

１ 画面右上にある
【電話】アイコンをタップ 2 画面に表示された

【ビデオ通話】をタップ 3 相手が通話に出たら
ビデオ通話がスタート！

※一部画面が異なる場合があります
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※来園の際は、スポーツセンターまたはテニスコート横の駐車場

をご利用ください

子育て総合センター内

☎84－５４４０

●絵本の貸し出し　午前９時～午後５時
　開館日であればいつでも利用可能。
　貸し出し期間は２週間までです。
　絵　本～１回５冊まで

●子育て相談　午前９時～午後５時
　開所日であればいつでも相談に応じます。
　・来所相談（事前に電話をお願いします）
　・電話相談（☎84－５４４０へお電話ください）

わくわく教室　午前９時30分～11時30分

※内容が「製作」の場合は、開催日の２日前までにお申込みください。

地域子育て支援拠点

よちよち教室（１歳児対象）　午前９時30分～11時30分

開　催　日 内　　　　容

１月 12 日（金）シーツあそび

２月９日（金）
晴天時／雪あそび
荒天時／小麦粉ねんど

（汚れても良い服装でお越しください）

開　催　日 内　　　　容

１月10日（水）お正月あそび

１月17日（水）リトミック

１月24日（水）
晴天時／雪あそび
荒天時／伝承あそび

１月31日（水）製作「節分」

２月７日（水）
晴天時／雪あそび
荒天時／シーツあそび

２月14日（水）
晴天時／当麻山スキー場

（雪あそびができる服装でお越しください）
荒天時／エアポリン

ヘルプマークを知っていますか？

ヘルプマークは、義足や人工関節、内部障がいや難病、

妊娠初期など、外見からは援助や配慮を必要としてい

ることが分からない方が、周囲からの支援や援助を得

やすくなるよう作成されたマークです。

ヘルプマークを身に着けた方が困っている様子などあ

れば声をかけ、思いやりのある行動を

心がけましょう。

きたよん出張講座

　上川中部基幹相談支援センターでは、『障がい』につ

いて、地域に出向いてお話をする講座を始めています。

●対象　当麻町・比布町・愛別町・上川町の町内会、

地域団体、サークルなど

●参加費　無料

●会場　申込側でご用意ください。

　開催希望日の１カ月前までに電話、ＦＡＸ、メールで

お申し込みください。内容や時間については、ご相談に

応じます。お気軽にお問い合わせ

ください。

●上川中部基幹相談支援センター
　当麻町３条東２丁目11番１号（当麻町役場内）
　☎0166－84－7111 ／ＦＡＸ　0166－84－7333
　メール　kitayon@potato.ne.jp
　開設時間　月曜日から金曜日　８時30分から17時15分
　（土日、祝日、年末年始（12 ／ 31 ～１／５）を除く）

●障がい者虐待防止センター専用電話
　☎0166－84－7222（24時間対応）

ましゅまろ教室（０歳児対象）　午前10時～11時30分

※参加される方は、事前にご連絡をお願いします。

特別行事

開　催　日 内　　　　容

１月21日（日）
９時30分～

11時30分

パパ観日

　場　所　子育て総合センター

　内　容　雪あそび

　　　　　（天候によっては室内あそび）

　参加費　子ども１人 100 円（景品代）

　　　　　※参加費を添えてお申込みください。

　服　装　雪あそびができる服装

　締　切　１月 17 日（水）まで

開　催　日 １月 19 日（金） ２月 16 日（金）
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　会社や個人が事業用（工場、飲食店、小売
店、農業など）として所有している償却資産
（土地、家屋を除く）は申告が必要です。令和
６年１月１日現在の状況を、令和６年１月31
日（水）までに税務住民課固定資産係へ忘れず
に申告してください。対象事業者へ12月中に
申告書などを送付していますが、送付されて
いない方（新規事業者など）は税務住民課固定
資産係までご連絡ください。
●詳しくは…　税務住民課固定資産係（☎84
－２１１１内線136・139）

町 

長
選
挙

償 

却
資
産
申
告

自 

衛
官
募
集

　令和６年１月21日は当麻町長選挙です。選
挙は、私たち有権者の一人ひとりが自分たち
の代表者を選ぶ最も身近で大切な機会です。
良い政治、良い社会をつくるのはあなたの一
票です。明日のまちづくりのために、大切な
一票を投票しましょう。
●投票所　投票時間は、いずれの投票所も午
前７時から午後８時までです。

●投票できる人
・年齢　平成18年１月22日までに生まれた人
・住所　令和５年10月15日現在で当麻町の住
民基本台帳に登録され、引き続き住所を有
している人※町外に転出した人は投票できま
せん。
●期日前投票・不在者投票　投票日当日に仕
事、旅行、冠婚葬祭などの用事があるため投
票所に行って投票できない人のために、期日

前投票制度があります。また、旅行中や仕事
の関係で他市区町村の選挙管理委員会で投票
を希望する方、指定施設（都道府県選挙管理
委員会の指定した病院や老人ホームなど）に
入院・入所中の方は、不在者投票を利用し投
票することができます。
～期日前投票、不在者投票が可能な期間～
・１月17日（水）～１月20日（土）　午前８時
30分から午後８時
・公民館まとまーる大会議室３　期日前投票所
・持参するもの　投票所入場券
※投票所入場券の裏面に期日前投票用の宣誓
書記入欄があります。この宣誓書にあらかじ
め氏名などを記入し、期日前投票所へお持ち
いただければ投票手続きが早く済みます。
●郵便などによる不在者投票
　身体障害者手帳などをお持ちで、政令で定
める一定の障害を有する方は「郵便等による
不在者投票」ができます。郵便による不在者投
票は、郵便投票証明書の交付申請などの手続
きが必要で、選挙日の４日前までに投票用紙
などの交付の請求をしなければなりません。
●詳しくは…　選挙管理委員会事務局（☎84
－２１１１内線501・502）

投票所 地　区 投票所名
第１ 中央・東・市街 公民館まとまーる
第２ 宇園別 宇園別公民分館
第３ 伊香牛 伊香牛ぷらっとホール
第４ 北星・緑郷 北星公民分館
第５ 開明 開明公民分館

【自衛官候補生】
・資格　日本国籍を有し、採用予定月の１日
現在、18歳以上32歳以下の男女
・受付期間　年間を通じて行っています。
・試験期日　令和６年１月21日（日）・22日
（月）のいずれか１日
【陸上自衛隊高等工科学校生徒（一般）】
・資格　日本国籍を有し、16歳以下の中卒
（見込み含む）の男子
・受付期間　10月１日（日）～１月５日（金）
・試験期日　令和６年１月13日（土）・14日
（日）のいずれか１日
●試験会場　陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市
春光町）
●詳しくは…　自衛隊旭川地方協力本部北地
区隊（☎55－０１００）または役場総務課防災
係（☎84－２１１１内線113・114）

　令和６年当麻町新年交礼会を次のとおり開
催します。町民の皆さんの参加をお待ちして
います。
●日時　令和６年１月９日（火）午後５時～
●会場　公民館まとまーる
●会費　2,000円（当日会場で申し受けます）
●申込み先　12月25日（月）までに、総務課庶
務係（☎84－２１１１内線112・114）へお申
し込みください。

新 

年
交
礼
会
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パ 

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

　当麻町は令和６年１月より、パートナー
シップ宣誓制度を導入します。
　パートナーシップ宣誓制度とは、性別など
にかかわらずお互いを人生のパートナーとし
て、相互の協力により継続的な共同生活を行っ
ている、またはこれから行うことを約束した
関係にあると申請された場合、町が証明書な
どを交付する制度です。証明書などの交付を
受けることで、さまざまなサービスや社会的
配慮が受けやすくなります。
　旭川市ほか近隣町と併せて運用開始となり
ます。住民の皆さんのご理解とご協力をいた
だきますようお願いします。
●詳しくは…　まちづくり推進課（☎84－
２１１１内線121・124）

相 

続
登
記
義
務
化

　所有者が亡くなった後、相続登記がされて
いない場合、登記簿を見ても持ち主が分から
ず災害の復興事業や取り引きが進められない
などの問題が発生します。このような「所有
者不明土地問題」を防ぐため、令和６年４月
１日より相続登記が義務化される制度が始ま
ります。正当な理由がなく、不動産の相続を
知ってから３年以内に相続登記の申請をしな
かった場合、10万円以下の過料が課せられる
可能性があります。相続登記について不明な
点がある場合はお近くの法務局や司法書士会
などにご相談ください。
●詳しくは…　旭川地方法務局（旭川市宮前
１条３丁目３番15号　旭川合同庁舎　☎38
－１１１１）

リ 

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

　最近、リチウムイオン電池を原因とするご
みの出火事故が全国で相次いでいます。多く
の充電式の電化製品にはリチウムイオン電池
が入っています。過度な力をかけると発熱・
発火する危険があります。ごみとして出す場
合は次の点を守り「有害ごみ」として出すよう
によろしくお願いします。
・無理に器具から外そうとしない
・水に濡らさない
・端子部分はテープなどで覆う
●詳しくは…　税務住民課環境生活係（☎84
－２１１１内線132・134）

　経済的理由で結婚に踏み出せない方に対
し、結婚に伴う新生活を経済的に支援します。
●対象世帯　世帯所得500万円未満の新規に
婚姻した世帯（令和５年３月１日から令和６
年３月31日までに婚姻届が提出されているこ
と）で、婚姻日時点で夫婦ともに39歳以下の
世帯
●補助対象　新婚世帯の新生活に係る費用
（新居の住宅費、引越費用・リフォーム費用）
●補助金額　夫婦ともに29歳以下の世帯は上
限60万円、それ以外の世帯は上限30万円
●申請期限　令和６年２月29日
●詳しくは…　まちづくり推進課企画商工係
（☎84－２１１１内線123・124）

結 

婚
新
生
活
支
援

生 

活
・
仕
事
相
談
会

　「かみかわ生活あんしんセンター」は、さま
ざまな理由で生活に困っている方の相談にの
るため、北海道上川総合振興局が業務委託を
している相談窓口です。
●開催日時　令和６年１月18日（木）
●時間　①午後１時～１時50分
　　　　②午後２時～２時50分
●場所　公民館まとまーる　小会議室２
●対象者　生活・仕事についてお悩みの方
●相談料　無料
●申込期日　１月17日午後３時まで
●申込・問い合わせ先　自立支援事業所「か
みかわ生活安心センター」（☎38－８８００
FAX33－００２１）

　当麻町健康推進員会では、健康づくりの一
環として、健康づくり講習会を開催します。
●テーマ　がん治療中の困りごと（旭川厚生
病院出前講座として開催します）
●講師　旭川厚生病院がん相談員
●日時　令和６年１月26日（金）午後１時30
分～２時30分
●申込期日　１月19日（金）
●場所　公民館まとまーる大会議室３・４
●定員　35人
●詳しくは…　保健福祉課健康推進係（☎84
－２１１１内線186）

健 

康
づ
く
り
講
習
会
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ス 

マ
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十
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に
な
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た
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国
民
年
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　高齢者のデジタル機器などの不安解消を目
的に、高齢者向けのスマートフォン教室を開
催します。デジタル活用支援員が、スマート
フォンの使い方やインターネットの使い方な
どをわかりやすく丁寧に説明します。参加者
には１人１台スマートフォンを貸し出します。
　スマホ教室では、商品やサービスを販売す
ることはありません。また、役場職員も同席
しますので、お気軽にご参加ください。
●開催日　令和６年１月25日（木）、26日（金）
●時間　午後１時30分～３時30分
●場所　公民館まとまーる大会議室１
●対象者　65歳以上で、スマートフォンの使
い方を知りたい方
●参加料　無料
●申込期日　１月15日（月）
●詳しくは…　保健福祉課福祉係　（☎84－
２１１１内線173）

　国民年金は20歳から60歳までの全ての方
が加入し、共通の基礎年金を支給することを
目的とした制度です。20歳になった方には、
日本年金機構から「基礎年金番号通知書」が送
付されます。公的年金制度は老後の暮らしを
はじめ、病気やけがで障害が残ったときや一
家の働き手が亡くなった時に、みんなで暮ら
しを支え合うという考え方で作られた仕組み
です。
●納付方法　納付書のほか、口座振替・クレ
ジットカードによる納付も可能です。
※お得な前納割引もあります。前納は申出月
から開始となりますので、20歳到達月（20歳
の誕生日の前日が含まれる月）から前納を希
望する場合はお早目にお申し出ください
※定額の保険料に月額400円の付加保険料を
追加して納付することにより、将来の老齢基
礎年金額を増額できる制度があります
●詳しくは…
・旭川年金事務所（☎25－５６０６）
・役場税務住民課戸籍年金係（☎84－２１１１
内線134・135）

　火のついたタバコから立ち上がる煙を吸ってしまう、「受動喫煙」。タバコの健康への悪影響が広く知

られるようになり、「喫煙所やたばこの煙が見える場所には近づかない」「完全禁煙のお店を選ぶ」などを

して、自分で避けることができるようになりました。しかし、目に見えない「三次喫煙（サードハンド・

スモーク）」があることはご存じでしょうか。

　「三次喫煙」とは、喫煙後に部屋の壁や喫煙者の服、髪の毛などに残る化学物質を吸ってしまうことを

言います。特に、部屋で過ごす時間が長い乳幼児などへの影響が懸念されます。

　目に見えない三次喫煙を防ぐためには、喫煙者の方の周囲への配慮が不可欠です。

　受動喫煙の最大の対策は禁煙です。つらいと思われる禁煙も、禁煙外来のサポートが

ありますので、興味のある方は是非、ご覧ください（ＱRコードから読み取り）。

　健康に関することなど、ご相談がありましたらお気軽にご相談ください。

●詳しくは…　保健福祉課健康推進係（☎84－２１１１内線186）

げ
ん
き
の 

素

―
タ
バ
コ
の
影
響
～
三
次
喫
煙
～

加熱式タバコに
変えたよ。

加熱式タバコの健康被害が
紙巻タバコに比べて
小さいのかどうかは
よくわかっていません

換気扇の下で
吸うようにしているよ。
料理の時に換気扇を
まわしていても部屋に匂いが
漂うのと同じように
タバコの有害物質も
換気扇ではとりきれません

外で吸っているから
大丈夫。

喫煙後に吐き出す息が
他の人に影響がなくなるまで
約45分かかります
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【火災】
11月合計 １件 (　15人)

令和５年累計 ６件 (　15人)
【救急】(　)内は搬送人数

11月

急病 22件 (　20人)
一般負傷 ３件 (　　3人)

交通 ２件 (　　1人)
その他 ０件 (　　0人)

合計 27件 (　24人)
令和５年累計 346件 (302人)　

【交通事故】
人身    １件
物損    11件
死者    ０人
傷者    １人

北海道内の死者数 118人

火 

災
・
救
急
出
動
状
況

落 

氷
雪
事
故
防
止

北 

方
領
土
の
日

訓 

練
生
募
集

　毎年、屋根などから落ちる雪や氷による死
傷事故が多発しています。事故防止のため、
次のことにご注意ください。
●雪止めが老朽化していないか確認する
雪が降る前に確認し、破損の場合は早急に修
繕を行いましょう。
●落氷雪に要注意
気温が緩んだ時（－３～＋３℃）は警戒が必要
です。除雪も必ず複数人で行いましょう。
●軒下や道路で子どもを遊ばせない
通行時にも軒下を通るときは注意が必要です。
●ビルの壁や看板など、高い建物からの落氷
雪は少量でも危険であることを知る
付着した氷雪は早めに除去をしましょう。
●詳しくは…　旭川開発建設部公物管理課
（☎32－１４９８）

　２月７日は北方領土の日です。１月21日～２
月20日までの間、全道各地で返還運動を展開
します。各種啓発事業への参加や返還署名活
動へのご協力をお願いします。

　「北海道障害者職業能力開発校」では、障が
いをお持ちの求職者を対象に令和６年度の訓
練生を募集します。
●願書受付期間
①11月20日（月）～令和６年１月11日（木）
②１月12日（金）～２月19日（月）
③２月20日（火）～３月28日（木）
●選考試験日
①１月26日（金）　②３月４日（月）
③４月４日（木）
●選考場所　北海道障害者職業能力開発校
●試験内容　国語、数学、面接
●詳しくは…　最寄りのハローワークまたは
北海道障害者職業能力開発校（〒073－0115
砂川市焼山六十番地　☎0125－52－2774
FAX0125－52－9177）

ヒートショックの危険性

　ヒートショックとは、急激な温度差によって体に及ぼされる影響のことです。暖房の効い
た暖かい部屋から、冷え切った浴室での熱いシャワーなど、当たり前の入浴が心臓に大きな
負担をかけてしまいます。ヒートショックによる心筋梗塞・脳梗塞・脳卒中・不整脈リスク
は高く、軽い失神だけの場合でも浴室のため滑って頭を打つなど、大変な危険が伴います。

【お風呂でのヒートショック防止策】
・脱衣所を暖房で暖める、湯船のフタを開けておくなど温度差をなくす
・湯温 41℃以下　　　・お風呂から出るときはゆっくりと
・夕食前に入浴する　・湯船につかる前に必ずかけ湯をする
　高齢者に多いヒートショックですが、誰にでも起こり得る症状でもあります。
家族全員が注意し、みんなでヒートショックを防ぎましょう！

大雪消防組合　当麻消防署
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新型コロナウイルス感染症、５類移行後初の年末年始。

年末年始を実家で過ごす予定の方も多いのではないでしょうか？

帰省は、離れて暮らす親の健康や生活についてチェックし、

なんらかの問題があれば対策を講じることができるいい機会です。

今回は帰省時に確認すべき、親の心身の健康や身の回りのチェックポイントをご紹介します。

【認知症早期発見のチェックリスト】

・物忘れがある

□同じことを何度も話す、聞く	 □薬がたくさん余っている

□冷蔵庫に期限切れの食品がたまっている	 □同じ物を大量に買い込んでいる

・判断・理解力の衰えがみられる

□会話がちぐはぐでうまく成立しない	 □テレビの内容が理解できない

□以前は整理されていた家が片付いていない	 □料理の味付けがおかしい

□温度調節がおかしい	 □洋服の季節感がおかしい

□未開封の郵便物がたまっている	 □車にぶつけた跡がたくさんある

□買い物に行くとお札でばかり支払い、

　財布が小銭でパンパンになっている

・時間や場所がわからない

□約束の日時や場所を間違える	 □慣れた道でも迷う様子がある

・人柄が変わる

□ささいなことで急に怒り出す	 □自分の失敗を人のせいにする

・不安感が強い

□「頭がおかしくなった」と訴える	 □外出時何度も持ち物を確かめる

・意欲がなくなる

□食事がしっかりとれていない	 □風呂に入っていない

□服を替えず身だしなみを構わない	 □趣味活動をしなくなった

離れて暮らしていると、普段はなかなか気づきにくい認知症のサイン

　久しぶりに帰省すると、親や部屋の荒れている様子を目の当たりにして初めて親の変化に気づく

というケースも少なくありません。また、こうした小さな変化は数時間の滞在では気付きにくいも

のです。年末年始を活用して、実家で数日間一緒に過ごし、「変わりはないかな？」という視点を持っ

て親や住まいの様子を見渡してみましょう。

大切なのは、「あれ？何かいつもと違うような…」という感覚を見逃さないこと

　家族としては、安心材料を探しがちですが、変化に気づくのが早いほど、症状や生活上での困り

ごとに対策を講じやすくなります。

　帰省中、何か悩み事や不安に思っていることがないか聞いてみましょう。親の小さな変化を感じ

　たら、お気軽に地域包括支援センターに相談してください。

●詳しくは…　当麻町地域包括支援センター（保健福祉課介護係）☎ 84 －２１１１

い
き
い
き 

笑
顔 

―
「
年
末
年
始
　
帰
省
で
確
認
！
　
親
の
認
知
症
」
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利用する人をどうやって探したらいいの？
　不動産会社を通じて賃貸契約を結んだり、売買を行ったりするのが一般的です。
まずは相談してみましょう。なお、仲介手数料のほか、広告料や調査費の実費が
必要な場合もあります。
　また、平成28年４月より北海道内の空き家を検索できるサイト「北海道空き家情報バンク」を開設してい
ます。所在地から検索できるのはもちろん、「山・川・森のある暮らし」「温泉のある暮らし」など希望するラ
イフスタイルや、「学校が近い」「医療施設が充実」など住環境を重視した検索も可能です。他の地域からの移
住を考えている人には空き家情報だけでなく、移住情報や仕事情報も充実しており、空き家の活用を全面的
にバックアップしています。
　当麻町でも空き家の売買や賃貸を希望する物件の情報をホームページで紹介しています（町は紹介のみで、
物件の内見・仲介などは行えませんので、売買または賃貸の交渉は所有者と希望者の双方で行っていただき
ます）。
　さらに、売れない空き家等の処分にお困りで、０円でも譲りたいという
方は「みんなの０円物件」を利用し、譲渡に係る手続きを自分で行えば、一
切の費用をかけることなく処分ができます（契約手続きなどを委託する場合
は別途費用がかかります）。

空 

き
家
の
知
識　
―
空
き
家
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
―

　大雪に伴う災害は、道路の通行止めをはじめとした交通機関への障害、電線などに雪が積も

り電柱の傾斜や電線の切断による停電、雪の重みによる家屋や樹木の損壊など、私たちの生活

に大きな影響を及ぼします。また、なだれや屋根からの落雪、雪下ろし作業中の事故なども発

生することがあります。気象台では大雪による災害が予想された時、大雪警報や注意報を発表し皆さんに警

戒・注意を呼び掛けています。出かける前に最新の天気予報や気象情報などをテレビ、スマートフォンなど

で確認し行動するように心掛けましょう。

●旭川地方気象台ホームページ ●気象庁ホームページ「今後の雪」

　

11
月
11
日
、
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で

空
き
家
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

相
続
手
続
き
、
売
買
・
無
償
譲
渡
な

ど
空
き
家
の
処
分
に
対
し
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
日
は

12
人
の
空
き
家
所
有
者
が
訪
れ
、
手
続

き
の
相
談
を
し
ま
し
た
。

　

相
談
会
は
今
後
も
随
時
開
催
す
る
予

定
で
す(

広
報
紙
や
町
内
放
送
で
開
催

告
知
を
し
ま
す)

。
ま
た
空
き
家
情
報

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
悩
み
解
決

    

～
空
き
家
相
談
会
開
催
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Diary
マイタウン

日 月 火 水 木 金 土

１2
 20

２
17

保セ 保健福祉センター
町立診療所受付時間　※水曜日は午後休診、土、日・祝祭日は休診
[午前] 月～金曜日　８：30～11：30  　　[午後] 月・火・木・金曜日　13：00～17：30
※診療の状況などにより、日程が変更になる場合があります

20 21 22 23
・ イチイ学園開設日
・ 町立診療所午後休診
・ 広報「我が郷土」発行日

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00
・ 当麻町交通安全日

24 25 26 27 28 29 30
・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

・ 心配ごと相談
・ 上下水道料金納入期限

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00
・ 後期高齢者医療保険料第６期納期限
・ 介護保険料第６期納期限
・ 国民健康保険税第６期納期限

・ ふれあいサロン開設日
・ 町立診療所午後休診

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00

・ 役場仕事納め
・ 郷土資料館ここから休館
・ 町立診療所臨時休診

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00
・ スポーツセンター休館
・ まとまーる休館
・ 郷土資料館ここから休館
・ 加工研究センター休館

31 1 2 3 4 5 6
・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～17:00
・ スポーツセンター休館
・ まとまーる休館
・ 図書舘休館
・ 加工研究センター休館
・ 改善センター休館
・ 子育て総合センター休館
・ ふれあい交流センター「輝き」休館
・ 郷土資料館ここから休館
・ くるみなの木遊館休館
・ 物産館休館
・ スキー場休業

・ 葬斎場休業
・ 加工研究センター休館
・ 改善センター休館
・ ヘルシーシャトー休館
・ スポーツセンター休館
・ まとまーる休館
・ 図書館休館
・ 子育て総合センター休館
・ ふれあい交流センター「輝き」休館
・ 郷土資料館ここから休館
・ くるみなの木遊館休館
・ 物産館休館
・ スキー場休業

・ 葬斎場休業
・ 加工研究センター休館
・ 改善センター休館
・ スポーツセンター休館
・ まとまーる休館
・ 図書館休館
・ 子育て総合センター休館
・ ふれあい交流センター「輝き」休館
・ 郷土資料館ここから休館
・ くるみなの木遊館休館
・ 物産館休館
・ スキー場休業

・ 加工研究センター休館
・ 改善センター休館
・ スポーツセンター休館
・ まとまーる休館
・ 図書館休館
・ 子育て総合センター休館
・ ふれあい交流センター「輝き」休館
・ 郷土資料館ここから休館
・ くるみなの木遊館休館
・ 物産館休館

・ 燃やせるごみ臨時収集
・ 加工研究センター休館
・ 改善センター休館
・ まとまーる休館
・ 図書館休館
・ 子育て総合センター休館
・ ふれあい交流センター「輝き」休館
・ 郷土資料館ここから休館
・ くるみなの木遊館休館

・ 消防出初式
・ 加工研究センター休館
・ 改善センター休館
・ まとまーる休館
・ 図書館休館
・ 子育て総合センター休館
・ ふれあい交流センター「輝き」休館
・ 郷土資料館ここから休館
・ くるみなの木遊館休館

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

7 8 9 10 11 12 13
・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00
・ 二十歳を祝う会

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

・ 新年交礼会
・ 役場仕事始め

・ 町立診療所午後休診
・ ふれあいサロン開設日

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00
・ 乳児、１歳６か月児健診
   保セ 13：00～

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

14 15 16 17 18 19 20
・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

・ 道民交通安全の日
・ 声かけあいさつ運動の日

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00

・ 町立診療所午後休診
・ イチイ学園開設日

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

21 22 23 24 25 26 27
・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00
・ 道民家庭の日
・ 町長選挙投票日

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00
・ 町民交通安全の日

・町立診療所午後休診
・ ふれあいサロン開設日

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00
・ 心配ごと相談
・ 上下水道料金納入期限

・ 子宮・乳がん検診
《対象地区＝中央５・７区、
北星全区、東区、緑郷区、
市街６区≫

・ 町立診療所臨時休診

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

28 29 30 31 1 2 3
・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00

・ 国民健康保険税第７期納期限
・ 後期高齢者医療保険料第７期納期限
・ 介護保険料第７期納期限
・ 町立診療所午後休診

・運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00
・乳児、１歳６か月児健診
   保セ 13：00～
・声かけあいさつ運動の日

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

4 5 6 7 8 9 10
・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00

・ 町立診療所午後休診・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

11 12 13 14 15 16 17
・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00

・町立診療所午後休診・ 運動器具開放日
  保セ 9:00～11:00
・声かけあいさつ運動の日

・ 屋内遊技場の開放
  保セ 10:00～18:00
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「
つ
な
げ
よ
う
、
明
日
へ
」
当
麻
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

　

11
月
３
日
、
文
化
の
日
。
今
年
も
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
と
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
当
麻
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
３
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
参
加
者
と
来
場
者
が
発

表
や
展
示
・
体
験
・
販
売
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
と
は
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
な
ん
で
も
」

を
合
言
葉
に
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
で
行
わ
れ
る
学
習
全

て
を
指
し
ま
す
。
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
「
つ
な
げ
よ
う
明
日
へ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（
門
脇

幸
夫
実
行
委
員
長
）
が
主
催
し
た
も
の
。
門
脇
委
員
長
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
２
年
続
け
て
開
催
を
見
送
っ
た
年
も
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
今
日
こ
う
し
て
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
開
催
で
き
る

こ
と
が
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
開
催
の
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
と
ま
ー
る
ホ
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
蟠
龍
太
鼓
の
演
奏
を
皮
切
り
に

町
内
サ
ー
ク
ル
・
学
校
な
ど
23
団
体
が
ダ
ン
ス
や
歌
、
演
奏
を
披
露
。

当
麻
中
学
校
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
発
表
も
あ
り
、

町
長
か
ら
の
講
評
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
文
化
連
盟
に
新
規

加
盟
し
た
当
麻
親
子
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
発
表
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
愛
ら
し
い
姿
に
観
覧
者
か
ら
は
思
わ
ず
笑
顔
が
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
蟠

龍
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
迫
力
溢
れ
る
演
奏
と
、
当
麻
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
瑞
々
し
い
演
奏
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
34
団
体
と

３
人
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ば
ん
り
ゅ
う
も
ー
る
は
、
出
展
者
の
力
作

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
し
て
い
た
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
復
活
。
洋
服
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
や
パ
ン
・
雑
貨
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
大
広
間
で
は
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
体
験
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
よ
る
作
品
制
作
、「
森
の

香
水
づ
く
り
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
図
書
館
で
も
「
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

図
書
に
透
明
カ
バ
ー
を
か
け
る
体
験
や
、
道
立
図
書
館
か
ら
貸
出
さ
れ

た
精
巧
な
し
か
け
絵
本
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
朗
読
会
や
読
み
聞

か
せ
会
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
が
多
種
多
様
な
学
び
に
ふ
れ
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
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未
来
へ
の
森
林
づ
く
り
を
親
子
山
で 

ほ
っ
か
い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り

　
11
月
18
日
、
親
子
山(

伊
１)

で
広
葉
樹
合
板
株
式
会
社
主
催
の
植
林

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
年
３
月
28
日
に
同
社
と
当
麻
町

が
協
定
を
締
結
し
た｢

ほ
っ
か
い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り｣

が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

｢

ほ
っ
か
い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り｣

と
は
、
森
林
を
所
有
す
る
自

治
体
な
ど
と
、
森
林
整
備
を
希
望
す
る
企
業
が
連
携
で
き
る
よ
う
、
北

海
道
が
橋
渡
し
を
す
る
と
い
う
も
の
。
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
森
林
所

有
者
は
そ
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
は
環
境
貢
献
や
企

業
価
値
の
向
上
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
広
葉
樹
合
板(

株)

は
旭
川
市
に
本
社
を
置
く
合
板
製
造
会
社
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
廃
棄
物
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
当
麻
町

が
進
め
る
町
産
木
材
の
活
用
や
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
な
ど
の

取
り
組
み
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
協
定
に
至
り
ま
し
た
。
協
定
で
は
親
子
山

の
一
部
に
１
２
０
０
本
の
苗
木
を
植
樹
し
、
保
育
す
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
費
用
は
広
葉
樹
合
板
が
負
担
し
ま
す
。

　
親
子
山
は
旧
伊
香
牛
小
学
校
の
学
校
林
で
も
あ
り
、
昔
は
地
域
の
ス

キ
ー
授
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
頂
上
に
は
地
元
の
お
地
蔵
さ

ん
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
締
結
式
で
山
口
裕
也
代
表
取
締
役
は｢

親
子

山
は
地
域
に
と
っ
て
特
別
な
場
所
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
場
所

で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
植
樹
と
い
う
緑
化
活
動
を
町
民
の
方
に
も
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
開
催
し
た
植
林
研
修
会
に
は
、
地
域
住
民
を
含
め
約
60
人
が
参
加
。

広
葉
樹
合
板(

株)

か
ら
森
林
整
備
を
受
託
し
て
い
る
当
麻
町
森
林
組
合

職
員
指
導
の
も
と
、
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
カ
バ
の
３
樹
種
を
植
樹

し
ま
し
た
。
豊
か
な
森
林
と
な
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
年
数
を
要
し
、

計
画
的
な
保
育
活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
遠
い
未
来
に
お
い
て
も

親
子
山
が
地
域
の
方
に
と
っ
て
愛
さ
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

信
じ
て
い
ま
す
。



27

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
お
休
み
し
て
い
た｢

ひ
る
と
う
ま｣

。
４
年
ぶ
り
の
ロ
ケ
は
今
年
夏
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ス
ヌ
ス
カ
フ
ェ
イ
ー
ス
ト
さ
ん
で
す
。
旭
川
市
７
条
通
８
丁
目
に
あ
る
ス
ヌ
ス
カ
フ

ェ
の
姉
妹
店
。
北
欧
ビ
ン
テ
ー
ジ
家
具
を
メ
イ
ン
に
小
物
な
ど
が
配
置
さ
れ
た
店
内
は
、
温
も

り
が
あ
り
、
ど
こ
と
な
く
可
愛
ら
し
さ
も
あ
る
空
間
で
す
。

　

一
番
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は｢

パ
ン
ケ
ー
キ(

プ
レ
ー
ン)｣

。
メ
レ
ン
ゲ
で
作
っ
た
ケ
ー
キ
は
溶

け
て
し
ま
い
そ
う
な
フ
ワ
フ
ワ
食
感
で
、
程
よ
く
溶
け
た
バ
タ
ー
、
た
っ
ぷ
り
の
メ
イ
プ
ル
シ

ロ
ッ
プ
と
一
緒
に
口
の
中
に
放
り
込
む
と
、
ほ
ん
わ
か
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
他
に
も
チ

ョ
コ
バ
ナ
ナ
や
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
パ
ン
ケ
ー
キ
や
フ
レ
ン
チ
ベ
ー
グ
ル
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
。｢

甘
い
の
が
苦
手｣

と
い
う
方
に
は
ス
パ
ム
と
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
を
添
え
た

お
食
事
パ
ン
ケ
ー
キ
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
の
他
、
紅
茶
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
い
っ
た
豊
富
な
ド
リ
ン
ク
も

魅
力
。
不
定
期
で
す
が
、
お
食
事
と
お
酒
が
楽
し
め
る
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
も
設
定
。
上
質
な
家

具
と
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
、
時
間
を
忘
れ
て
長
居
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
不
定

休
の
た
め
事
前
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
オ
ー
プ
ン
日
を
確
認
の
上
、
ご
来
店
く
だ

さ
い
。

SUNUSU Cafe east(４条南３丁目６番22号)

　

当
麻
町
功
労
表
彰
式
を
11
月
10
日
、

公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

町
の
発
展
に
尽
力
い
た
だ
い
た
方
を

町
条
例
に
基
づ
い
て
表
彰
す
る
も
の

で
、
今
年
度
は
地
方
自
治
行
政
の
発
展

に
尽
力
し
た
山
下
勝
博
さ
ん（
中
７
・

73
歳
）と
朴
谷
和
夫
さ
ん（
伊
２
・
71
歳
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
平
成
19
年
か
ら
令
和
５

年
ま
で
４
期
16
年
に
わ
た
り
当
麻
町
議

会
議
員
を
務
め
、
平
成
27
年
か
ら
平
成

31
年
ま
で
は
副
議
長
と
し
て
議
会
を
け

ん
引
し
ま
し
た
。
朴
谷
さ
ん
は
平
成
14

年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
７
期
21
年
に
わ

た
り
当
麻
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

産
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
村
椿
哲
朗
町
長
か
ら
受
賞

者
へ
表
彰
状
を
贈
呈
、
ま
た
長
年
支
え

続
け
た
奥
さ
ま
に
花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
功
績
を
祝
お
う
と
参
列
し
た

１
１
８
人
の
出
席
者
を
前
に
山
下
さ

ん
、
朴
谷
さ
ん
は
と
も
に「
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
と

し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

町
の
発
展
に
貢
献

〜
当
麻
町
功
労
表
彰
式
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当
麻
農
業
担
い
手
を
祝
福

～
新
規
担
い
手
就
農
者
を
祝
う
会

　

新
規
担
い
手
就
農
者
を
祝
う
会
が
11

月
９
日
、
当
麻
農
協
３
階
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
遠
藤
広
明
さ
ん（
北
２
）が
新

規
就
農
、
髙
栁
力
也
さ
ん
・
佐
知
子
さ

ん
夫
妻（
北
２
）、
髙
島
恵
子
さ
ん（
開

５
）が
新
規
入
植
、
山
下
裕
介
さ
ん
・

真
緒
さ
ん
夫
妻（
宇
２
）が
新
婚
農
業
者

と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。
村
椿
哲
朗
町

長
は「
当
麻
農
業
の
強
み
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
。
皆
さ
ん
の
努
力
が
農
業
の
発

展
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
。
福
井
幸
司
当
麻
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
も「
農
業
は
厳
し

い
世
界
で
す
が
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
先

輩
方
の
力
を
借
り
な
が
ら
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」と
励
ま
し
の
言
葉
を
送
り
ま

し
た
。

　

新
規
入
植
者
の
髙
栁
さ
ん
は「
何
も

わ
か
ら
な
い
中
で
、
先
輩
方
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
よ
う
な
か
っ
こ
良
い
農
業
者
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と
力
強
く
誓
い

ま
し
た
。

　

当
麻
町
そ
菜
研
究
会
キ
ュ
ウ
リ
部
会

が
今
年
、
キ
ュ
ウ
リ
総
販
売
金
額
８
億

円
を
達
成
。
11
月
８
日
、
祝
賀
会
を
当

麻
農
協（
４
東
３
）３
階
大
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

高
性
能
な
選
別
機
を
始
め
、
箱
詰
め

ロ
ボ
ッ
ト
や
外
観
カ
メ
ラ
装
置
な
ど
を

導
入
し
、
高
品
質
な
農
産
品
の
出
荷
に

努
め
、
着
実
に
販
売
額
を
伸
ば
し
て
き

た
同
部
会
。
令
和
２
年
に
一
度
、
８
億

円
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
祝
賀
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
２
度
目
の
達
成
と
な
っ
た
今

年
に
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
主

催
者
と
し
て
壇
上
に
立
っ
た
齋
田
浩
二

部
会
長
は「
こ
の
記
録
は
生
産
者
だ
け

で
な
く
関
係
者
皆
さ
ん
の
尽
力
に
よ
る

も
の
。
こ
れ
か
ら
も
連
携
を
と
り
、
よ

り
一
層
高
品
質
な
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
に

努
め
た
い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
町
民
集
会
が
11
月
25
日
、

公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
よ
う

と
当
麻
町
交
通
安
全
協
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
。
こ
の
日
は
町
内
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
９
２
２
日
目
を
迎
え
て
お
り
、

会
長
の
村
椿
哲
朗
町
長
は「
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
引
き
続
き
交

通
安
全
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
。
集
会
で
は
旭
川
東
警
察
署
に

よ
る
交
通
安
全
講
話
も
行
わ
れ
、
講
師

よ
り
良
い
農
産
品
へ

安
全
安
心
な
町
に

～
キ
ュ
ウ
リ
販
売
額
８
億
円
達
成

～
交
通
安
全
町
民
集
会

と
し
て
登
壇
し
た
中
村
友
聡
交
通
第
一

課
長
は
近
年
増
加
し
て
い
る
乱
横
断（
横

断
歩
道
の
な
い
道
路
を
横
断
す
る
行
為
）

に
つ
い
て
、「
車
に
乗
る
人
だ
け
で
な
く
、

歩
行
者
も
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
ほ
し
い
」

と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
町
内
の
小
中
学
生
を
対
象

に
募
集
し
た「
わ
た
く
し
も
交
通
安
全
運

動
」ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行

わ
れ
、
小
学
校
高
学
年
の
部
最
優
秀
賞

の
大
橋
来
那
さ
ん（
宇
小
６
年
）、
中
学

校
の
部
最
優
秀
賞
の
大
橋
美
音
さ
ん（
当

中
３
年
）に
村
椿
町
長
か
ら
賞
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
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読
書
の
魅
力
広
め
る

　

当
麻
町
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
西
川
典
子
代
表
）が
令
和
５
年
度
優
良

読
書
グ
ル
ー
プ
北
海
道
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

同
会
は
町
内
の
読
み
聞
か
せ
団
体

「
く
ん
く
ん
お
は
な
し
会
」と「
お
は
な

し
ポ
ッ
ケ
の
会
」で
構
成
し
て
お
り
、

会
員
の
研
さ
ん
と
読
書
活
動
の
活
性
化

を
目
的
に
平
成
25
年
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
結
成
後
は
町
外
か
ら
講
師
を
招
い

た
勉
強
会
や
、
読
み
聞
か
せ
会
を
定
期

的
に
開
催
し
、
広
い
世
代
に
読
書
活
動

の
魅
力
を
広
め
て
い
ま
す
。

　

11
月
10
日
に
、
役
場
教
育
長
室
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
中
村
欣
也
教
育
長
か

ら
賞
状
を
受
け
取
っ
た
西
川
さ
ん
は

「
電
子
書
籍
な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
媒
体
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
耳
で
お
話
を

聞
く
こ
と
は
、
目
で
見
る
こ
と
と
は

違
っ
た
想
像
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の

魅
力
を
も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
」と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

～
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
表
彰

自
作
グ
ッ
ズ
で
防
犯

　

宇
園
別
小
学
校（
吉
田
典
弘
校
長
）の

生
徒
が
、
旭
川
東
警
察
署
宇
園
別
駐
在

所
に
よ
る
犯
罪
被
害
防
止
の
啓
発
グ
ッ

ズ
の
制
作
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

グ
ッ
ズ
は
生
徒
が
描
い
た
詐
欺
防
止

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス
ト
に
、
カ
イ

ロ
や
マ
ス
ク
を
同
封
し
た
も
の
。
駐
在

所
が
地
域
の
郵
便
局
や
学
校
、
保
育
園

な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

～
宇
小
が
詐
欺
防
止
に
協
力

具
だ
く
さ
ん
カ
レ
ー

材
料
（
６
人
前
）

・
長
谷
川
農
園　

　
「
ゆ
き
さ
や
か
」
…
３
合

・
相
馬
フ
ァ
ー
ム

　

じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
・
人
参

　
　
　
　
　
　
　
　

…
た
っ
ぷ
り

・
鶏
も
も
肉
…
４
０
０
ｇ

・
水
…
１
２
０
０
㎖

・
カ
レ
ー
ル
ー
…
１
箱

当
麻
の
美
味
し
い
も
の
08

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
で
つ
く
る

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
麻
町
の
魅
力
を
、
返
礼
品
と
し
て
全
国
の
方
に
お
届
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場
情
報
発
信
戦
略
課
（
☎
８
４-

２
１
１
１　

内
線
１
２
７
・
１
２
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今回カレーを作ったのは、職場体験でやってきた当麻中学
校 2年生。町産野菜たっぷりのカレーと新米に、思わず「美
味しい！」と顔がほころびました。

作
り
方

１　

長
谷
川
農
園
の
米
を
炊
き
ま
す
。

２　

そ
う
ま
フ
ァ
ー
ム
の
じ
ゃ
が
い
も
、
玉

　
　

ね
ぎ
、
人
参
を
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

　
　

切
り
ま
す
。

　
３　

肉
を
ひ
と
口
大
に
切
り
、
鍋
に
油
を
入

　
　

れ
て
軽
く
炒
め
た
あ
と
、
野
菜
を
加
え

　
　

て
さ
ら
に
炒
め
ま
す
。

　
４　

鍋
に
水
を
加
え
て
、
野
菜
が
柔
ら
か
く

　
　

な
る
ま
で
煮
込
み
、
カ
レ
ー
ル
ー
を
加

　
　

え
て
完
成
で
す
。

長谷川農園

「ゆきさやか」
真っ白い炊きあがり、甘

みと食味のバランスに優

れた品種。道内でも生産

量が極めて少なく、希少

なお米。「ゆめぴりか」に

負けない食味が特徴。

道の駅とうまで販売中。

1 ㌔ 600 円

■長谷川農園
　当麻町中央 1 区　84- ２８０５
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年末・年始期間中のごみの臨時収集
ごみ収集は12月30日から令和６年１月８日までお休
みとなりますが、“燃やせるごみ”のみ臨時収集を次の
とおり行います。皆さんのご協力をお願いします。
●収集日　令和６年１月４日(木)
●詳しくは　税務住民課環境生活係(☎84－２１１１
内線132・134)
※各地区の収集時間は決まっていませんので、必ず
午前８時30分までに出してください
※燃やせるごみ以外の収集はできません

新春
2024(令和６年)

No.1139

広報とうま

謹賀新年

｢我が郷土｣新春号(令和５年12月20日発行)通巻1139号
●発行／当麻町●編集／情報発信戦略課
〒078-1393　北海道上川郡当麻町3条東２丁目11番１号
☎0166-84-2111　FAX0166-84-4883
ホームページ　http://town.tohma.hokkaido.jp
Ｅメール　kouhou@town.tohma.hokkaido.jp
フェイスブック　https://www.facebook.com/town.tohma
ユーチューブ　https://www.youtube.com/user/TohmaTownHokkaido

人のうごき 11 月末現在・(　)内は前月比

総人口　　  男　        女　       世帯数
6,183(-14)　 2,871(-8)　 3,312(-6)　3,023(-10)

0～19歳　   20～39歳　  40～64歳　 65歳以上
  883( -2)     812(-1)   1,899(-2)  2,589(-9)

次号発行は２月13日(火)です

令和４年11月から

令和５年10月までに

満１歳を迎えた

当麻の元気な赤ちゃんたち

今月の表紙写真

“とうま”の

元気な赤ちゃんたち

12月30日から令和６年１月８日まで役場業務は休み
となります。休業期間が長期になるため、一部の窓口
業務を次のとおり臨時開設します。
●開設日　１月４日(木)午前８時30分から正午まで
●開設窓口　税務住民課(戸籍年金係、税務係、固定
資産係)、保健福祉課(福祉係、保険医療係、介護係)、
会計課
※休業期間は警備員が常駐しています。緊急の場合
は担当職員が対応しますで、ご連絡ください(役場
☎84－２１１１)

年末・年始期間中の役場窓口

※土、日、祝日の休館日を挟むため長期休館する施設
があります。ご注意ください
●12月29日～１月８日　町立診療所
●12月29日～１月５日　郷土資料館ここから
●12月30日～１月３日　スポーツセンター
●12月30日～１月５日　公民館まとまーる、加工研
究センター
●12月30日～１月８日　役場、農林業合同事務所
（農林業振興課、農業委員会事務局）、子育て総合セ
ンター
●12月31日午後６時～１月１日　ヘルシーシャトー
●12月31日～１月３日　道の駅とうま、スクールバス
●12月31日～１月５日　町立図書館、農村環境改善
センター、くるみなの木遊館、ふれあい交流センタ
ー輝き
●１月１日～２日　葬斎場

年末・年始、主な公共施設の休館

有料広告

営業時間　１１：００ ～ １４：３０
　　　　　１７：００ ～ ２０：３０
定 休 日 　月・火曜(祝日は営業)

tel/fax　0166-84-5938
当麻スキー場向い(カーナビで当麻スキー場を検索)


